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1 はじめに

血液透析において､回路の操作を行う際には､

チューブ鈴子を使用することが一般的で安全性も

評価されている｡しかし紺子の準備･洗浄･感染

対策など､かなりの業務量が伴っている｡そこで

今回当院では､透析業務の改善を目的として紺子

レス回路を制作し､有用性や安全性を考慮しなが

ら業務改善に取り組んだので､ここに報告する｡

2 方法

透析回路において､プライミング時に甜子を使

用していた全ての部位に､回路ガイド付きクラン

プ (以下ガイドクランプ)を設置した｡穿刺針に

は､紺子によるクランプ操作を必要としない安全

弁付穿刺針･ハッピーキヤスⅤを使用した｡紺子

レス回路導入後に､業務の改善が行なえたかアン

ケ-ト調査を実施し評価した｡またガイドクラン

プの安全性の評価として､逆血やエアー漏れがな

かったか評価した｡

当院ではウェットタイプのダイアライザにおい

て､紺子を使用せずにプライミングを行う方法を

導入している｡動脈チャンバの液面調整ラインを

大気開放状態にし､動脈ラインをダイアライザに

接続すると(図1)､サイフォニング現象によって

動脈チャンバからダイアライザまでのエア抜きが

できた状態となり､通常のプライミング操作が可

能で､銀子を使用することなくプライミングを行

うことができる｡(図2)

図1動脈チャンバ大気開放状態
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図2サイフォニング現象の利用

ガイドクランプの具肘杓な般L'IY.!勘所を'1-,1㌔助

脈側回路には､軌脈回紡機統ライン･/1二食ライン･

-バリンライン･動脈チャンバの破瓜J.慨ライン

に､それぞれクランプを段tFとした｡l'lllJ肘Iu(nT鮒 ,_

は､液面調整ライン･炎液汁人ライン ･1'('Hu付ドラ

イン.静脈回路接続ラインにそれぞれク/ンノせ

設置した｡(図3)

通常のクランプでは､クランI/を斜めに['nじて

しまうことや､回路が外側に逃げていることに気

が付かずにクランプを閉じてしまうことがIE･えら

れ､逆血やエアー触れの原因となることが考えら

れる｡そのため阿路が確実にクランプされるよう

に､阿路ガイドが付きクランプを使用した｡阿路

がこのガイド内に収まる機構になっており､確実

に//:/ン′されるようになっている｡(凶4･L3割5)

図3封卜子レス回路の概要
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図4 クランプミスの ･例 (イて)

透析穿刺針は､宏一全介付･ハッピーキヤスVを

導入しているため､釧 (-を必Latと-Lhjtに､卜･]路と

接続することが･･r化であるO([学16)

[叫6ハッピーキヤスVの1.7･'lHl一機刷E

また釦 (-レス回路の州州として､洗顔IIJJH"の知

齢や低減はl;柑tたれ 安や什や感触対策･机か らイ1-

川化があると感じたれ クランプが不卜分で逆血

やエアー触れがなかったかO鮒 (-レス回路の有JlJ

性を感じたか､についてアンケー ト調鹿を実施し

た｡

3 アンケート轄果

菜務時間の短縮や低減は図れたかについてのア

ンケー トでは､ほとんどのスタッフが改善で

きたとの評佃が得られたく次に安う汁kや感敵対
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図5ガイドクランプ

策両についてのアンケー ト結果からも､有用性が

あるとの阿答が得られた｡クランプが不 卜分で逆

血等のトラブルがあったかについては､導入初婚1

に2件あったが､いずれもスタッフによるlヲ朋帥キ

点検によって発見され､透析治療に影響はなかっ

た｡鮒 (-レス回路の有用性を感じたかについての

アンケート結盟では､透析中に鮒 (-がないことに

よる不安の回答も得られた｡(図7)



人教育にも効果があると考えられた｡安全性に関

しては､従来の紺子を使用した場合と同様の安全

性が認められ､安全に透析療法を実施することが

できた｡

5 まとめ

透析回路を甜子レス化することにより､透析業

務の合理化や感染対策に効果があり､スタッフの

業務改善が図れた｡また紺子レス回路は､甜子を

使用した従来の回路と同様の安地 ミ認められた

が､相子レス化を導入するためには､穿刺針やプ

ライミング方法に相子を使用しない取り組みが必

要であるO

図7アンケート内容と結果

4 結果及び考察

甜子の準備や片付け･洗浄･消毒業務の低減が

図れ､1日の透析業務を通じて改善が図れた｡プ

ライミング時のエアー抜きには､甜子等の道具が

必要であった｡ガイドクランプを使用することに

より､クランプミスの発生を抑制する効果がある

と考えられた｡透析に必要な物品の全てのディス

ポーザブル化が可能となり､感染対策として効果

があると考えられた｡甜子レス回路を使用するこ

とによって､クランプする個所が明確になり､新
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